
 

 

○新見市森林保育支援事業補助金交付要綱 

令和３年５月２７日 

告示第１１０号 

令和５年３月３１日告示第４９号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、森林の公益的機能維持と継続的な森林資源の循環利用を図ることを

目的として、人工林の森林保育に対し、予算の範囲内で補助金を交付することについて、

新見市補助金等交付規則（平成１７年新見市規則第６３号）に定めるもののほか、必要

な事項を定めるものとする。 

（補助対象者） 

第２条 補助金の交付の対象となる者は、次の各号のいずれにも該当する民間の事業者と

し、森林組合、会社、個人経営等の組織形態は問わないものとする。 

（１） 自己又は他人の保有する森林において、事業主自身若しくは直接雇用している

現場作業職員により又は他者への請負により、造林、保育及び素材生産等の林業生

産活動を行っている者 

（２） 新見市納税等に係る公平性の確保に関する条例（平成２４年新見市条例第２８ 

号）第２条に規定する特別措置の対象とならない者 

（補助対象事業） 

第３条 補助の対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、２齢級（６年生～１０

年生）の下刈り事業とする。 

２ 補助の対象となる山林は、申請年度において国庫補助を受け、下刈りを実施している

市内山林とし、おかやま森づくり県民税事業の補助を受けている場合は対象外とする。 

３ 国、地方公共団体及びそれらの外郭団体が実施、発注する下刈りは対象外とする。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、国庫補助確定額に１００分の４０を乗じて得た額とする。ただし、

補助金の額に千円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。 

（交付申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、補助事業の完

了後速やかに新見市森林保育支援事業補助金交付申請書（様式第１号）に次の各号に掲

げる書類を添付して市長に提出しなければならない。 

（１） 施業箇所の位置図 

（２） 国庫補助申請内訳書の写し 

（３） 完成写真（作業前、作業中、作業後） 

（４） 国庫補助確定通知書の写し 

（５） 納税等状況調査同意書 

（６） その他市長が必要と認める書類 

（交付決定及び補助金額の確定） 

第６条 市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、適当と認め

たときは補助金の額を決定し、新見市森林保育支援事業補助金交付決定及び額の確定通



 

 

知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。 

（補助金の請求及び交付） 

第７条 申請者は、前条の規定による通知を受けたときは、新見市森林保育支援事業補助

金請求書（様式第３号）を市長に提出するものとし、市長は、これに基づき速やかに補

助金を交付するものとする。 

（その他） 

第８条 この告示に定めるもののほか、この補助金の交付に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

附 則（令和３年５月２７日告示第１１０号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（令和５年３月３１日告示第４９号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

 


